
※「★オンデマンド配信会場」につきましては、演題によってはオンデマンド配信の無いプログラムもございます。オンデマンド配信プログラムの詳細は、後⽇更新いたします。
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第11会場
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第1会場
★オンデマンド配
信会場

3F メインホール

第2会場
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第3会場
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第4会場
★オンデマンド配
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第10会場
★オンデマンド配
信会場

第7会場
★オンデマンド配
信会場

4F

1F アリーナ1/4

開
会
式

PAL1(ランチョン)
⽣活に密着した患者⽀援
について考える〜「とも
いき京都」の活動から〜

PAL
ｵﾘｴﾝ

8：00〜11：00
ポスター貼付

第1会場
サテライト

第1会場
サテライト

第1会場
サテライト

第1会場
サテライト

第1会場
サテライト

17:40‐18:40
総会

懇親会
会場：マリンメッセテラス

18:50‐ 20:00

PALポス
ター発表

第1会場
サテライト

11：00〜16：30
ポスター閲覧

9:15〜10:15 KL1
⼈間の本質としての「弱さ」

について

16:20〜17:20 SL3
緩和ケアにおける研究と臨床
は同じことである：黎明期の
０から１を作る試⾏錯誤]

13:25〜14:25 SL1
ケアの炎をまきちらせ

8:40〜9:10

PL1
緩和医療‐
⽣⽼病死

10:30〜12:00 MSY1
歴代理事⻑講演

16:25〜17:10 EL13
「⾮がん性慢性疼痛に対
するオピオイド鎮痛薬処
⽅ガイドライン」を紐解

く

PD1
⾻転移の緩和ケア

SY3
難治性がん疼痛の専⾨的治療〜適応

を知って繋げよう〜

13:25〜14:10 EL8
"がん疼痛を和らげる、を
⽇本の⽂化"にするために
広めてほしい！使ってほし
い！治療アルゴリズム

EL4
緩和領域の便秘のマ

ネジメント

EL11
がん関連倦怠感を評

価・対処する

EL10
⼼と⼼でつながる、⾔葉なき
死にゆく患者との感情コミュ

ニケーション

SY4
がんの不眠について
もっと知ろう！

SY7
「基本的緩和ケア」とは何かを考え
る〜地域包括ケアシステムと緩和ケ

アの統合に向けて

PD4
⾮がん進⾏性疾患の呼吸器症状に対

する緩和ケア

14:40〜16:10 PD2
デスカンファレンスの真髄〜死と

対話する場とは何か？〜

CM7
何が患者にとっての益なのか：

患者にとっての最善の医療とケアを
考える

CM6
成功する臨床研究の秘訣

EL2
がん病態下における脳内変容

と疼痛

EL3
医薬品副作⽤データベー
スJADERを⽤いたオピオ
イド鎮痛薬関連呼吸抑制
の解析結果から考える使

⽤時の注意点

EL9
難治性掻痒感のマネジ

メントのコツ

EL7
VUCAの時代、私たちはどうあ

ればいいのか

SY1
患者の意向と医療者が良いと思う選

択肢が異なるとき

PD3
症状緩和に⽤いられる院内製剤の

あり⽅と今後

WS3
がん疼痛患者のセルフマネジメント

⾼める⽀援
WS1

私が考える死にゆく患者の尊厳とは

CM8
⽇本緩和医療学会におけるFaculty 
Developmentプログラムの開発

CM5
救急・集中治療領域の緩和ケ

アの⼿引きの活⽤

JSY3
緩和IVRの実際と使いどころ

CM3
緩和医療領域における働き⽅改⾰〜

医療者のウェルビーイング〜

JSY2
⼼不全緩和ケアのこれまでと

これからを考える

EL12
がん患者に対する⾳楽療法の

可能性

EL5 
「⾝寄りがなくても
⽣きやすい社会」に
向けて何ができる

WS2
遠隔医療における緩和ケアは成り

⽴つのか？
CM1

PCR編集委員とのなんでも
交流会

CM2 
症例報告書の書き⽅

CM4
ワクチンから学ぶ、正しい知識を活

⽤したがん治療のアプローチ

SY6
精神疾患患者のがん医療

JSY1
緩和ケアにおけるがん患者に対する

鍼灸治療の現状と今後の展望

EM2
傾聴と共感が創る未来〜患者
⼒⽀援と協働意思決定の実践

〜

EM3
終末期の家族⽀援〜親を亡く
す⼦どもに対して私たちは何
ができるのだろう〜 Part４

EM4
いつでも、どこでも、ACP
〜患者の思いを繋ごう！悩め
る仲間たちよ、語り合お

EM1
メサドンのひろば

14:40〜15:40 SL2
ケアが成就する⾝体 〜
⾃他が揺らぐことを肯定

する

LS‐1‐3
緩和的放射線療法の普及のために
〜地域連携・院内連携の成功事例

から学ぶ〜
【がん医療の今を共有する会】

LS‐1‐4
WHOがん性疼痛治療ガイドラ
インにおけるステップ1治療
薬NSAIDsの意義と実践【久光

製薬】

LS‐1‐5
がん治療を⽀える⼝腔ケア

〜⼤阪関⻄万博で注⽬される除菌
消臭成分MA‐T®とは〜／

MA‐T®製品を⽤いた⼝腔ケア
【アース製薬】

LS‐1‐6
緩和IVRとエビデンス構築

に向けた取り組み
【メディコン】

LS‐1‐8
がん患者さんの不眠への対

応のコツ
〜オレキシン受容体拮抗薬
の使い分けの新事実〜

【第⼀三共】

LS‐1‐9
疼痛を科学する

例えばNSAIDS／アセトア
ミノフェン

【あゆみ製薬】

LS‐1‐7
直腸エコー観察に基づいた慢
性便秘治療アルゴリズムと実

践
【富⼠フイルムメディカル】

PD5
オピオイド関連のインシデント・ア

クシデントを減らす⼯夫

SS1
緩和ケア臨床のもやもやを考える：
緩和ケア×倫理×社会学の視点から

【医学書院】

9:15〜10:00 EL1 
在宅緩和ケアで使える家
族療法の視点とスキル

PSY1
⽼いに沿うコミュニケーション

SY2
臨床研究up to date

SY5
緩和ケアにおけるステロイドの

使いかた

EL6
患者はSNSの海を泳いでいる…医療
者は“沈黙"していていいのか？〜い
ま医療者にも求められるSNSとの上

⼿な付き合い⽅〜

EL15
在宅緩和ケアと様々な

デバイス・IT

EL14
緩和ケアにおける泌
尿器症状の管理

専⾨医

PAL 2(ディスカッション)
⽣活に密着した患者⽀援につ
いて考える〜「ともいき京

都」の活動から〜

16:25〜17:25

優秀演題4 

優秀演題１
14:40~15:30
優秀演題 3 

優秀演題 5 

優秀演題 6

優秀演題 2 

優秀演題 7 

16 :25〜17:05

優秀演題 8

16:30〜17:00
ポスター発表
（偶数）

ﾌﾘｰﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ

17:00〜18:30
ポスター閲覧

12:20〜13:10
LS‐1‐1

⾼齢多死社会の住まいのあり⽅
~ホスピス・緩和ケアをめぐって~

【ファミリー・ホスピス】

LS‐1‐2
ガイドラインとステートメン
トから考えるがんサバイバー

の慢性疼痛
【塩野義製薬】



※「★オンデマンド配信会場」につきましては、演題によってはオンデマンド配信の無いプログラムもございます。オンデマンド配信プログラムの詳細は、後⽇更新いたします。
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第1会場
★オンデマンド配
信会場

3F メインホール
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第4会場
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PAL 3 (ランチョン)
臨床試験と患者市⺠参画
から考える終末期の苦痛
緩和 〜共に、未来を創

る

閉
会
式

PAL 4 (ディスカッション)
臨床試験と患者市⺠参画
から考える終末期の苦痛
緩和 〜共に、未来を創

PAL
ｵﾘｴﾝ

8：30〜15：00
ポスター閲覧

14:40〜15:40 SL4
豊かな最晩年をつくる
‐超⾼齢者の緩和ケア‐

8:45〜9:45 SEL1
緩和ケアはどこまで
標準化できるのか

IL1 Compassion 360: 
Living an Integrated Life

10:30〜12:00 PSY2
多職種で考えるスピリチュアルケア

WS7
オピオイド鎮痛薬の不適切使⽤への

対応

CM12
専⾨的緩和ケアの質の評価と質の維

持・向上に向けて

11:00〜12:00 EL17
コンパッション都市と緩和ケ
ア〜安⼼して孤独でいられる

社会のために

SY11
⾏動経済学から考える・緩和ケアに
おけるパターナリズムの在り⽅

SY14
予後の告知をめぐるエトセトラ

EL24
誤嚥性肺炎に対する

多職種介⼊

EL19
末期⼼不全のLOS症状の

緩和ケア

EL21
患者・家族に⼼地よい病棟に

なるためのチーム作り

EL22
⽣死（しょうじ）のイメージ〜⼼は

内部世界の写像である〜

EL20
苦や死に向き合う患者に対する
ケア提供者の倫理的感受性を育

むとは

EL23
⽣と死のはざまで⽀えるホスピス緩
和ケア〜新たな時代のケアのあり

⽅を展望する〜

EL16
論⽂の正しい読み⽅を学ぶ

SY8
悪性腹⽔研究の現在地

SY12
「誰⼀⼈取り残さない」緩和ケアとは何か？

〜社会経済的格差と疎外感を考える〜
SY15

せん妄マネジメントのアップデート

SY16
仕事とお⾦の⽀援 できる⽀援・できない⽀

援を考え専⾨家につなぐ

PD14
⼝腔の問題…ちゃんと対応でき

ていますか？

PD10
在宅医療でどこまでできる？実践にひとやま
ある⼿技や処置〜くも膜下鎮痛、胸⽔や腹⽔
の穿刺、輸⾎、出⾎や滲出液、臭気でかなり

困る⾃壊創（Mohs）

PD12
終末期の希望と医療の狭間で：
⾃由診療をどう捉えるか？

PD11
がん治療の進歩を専⾨的緩和ケアはどの

ように受け⽌めるか
PD6

医学英語の学び⽅

CM11
⽇韓台国際セッション：東アジアの
緩和ケアの質を⾼める新時代のリー

ダー育成とその戦略

JSY5
AYA世代がん患者のより良い
サバイバーシップを実現する

晩期合併症対策

JSY4
在宅緩和ケアでがん患者が⾷べられ

ないときどう関わるか

PD7
緩和ケアにおけるチームオンコロ
ジーABCと『患者⼒』の引き出し⽅

WS5
⼩児在宅医療を担う⼈材を

育てるには

13:25〜14:55
WS6

院内や地域の勉強会を効果的にデザインする
には：理論と実践を学ぶ

CM13
その医学⽤語、

正しく使えていますか？

15:10〜16:40 CM15
市⺠向けホームページに必要な役割

を考える

CM10
患者家族がもつ緩和ケアに関する疑
問、問題点を明らかにし、解決する

⽅策を考える

8:45〜10:15 WS4
痛みをうまく伝えられない患者の評価と

治療

CM9
緩和ケアを語り聴き癒しあおう2025
〜緩和ケアに携わる看護師のための

悩み・相談ブース〜

SY13
さまざまな療養の場でホスピス・緩

和ケアは、実現するのか…

SY10
コミュニティー(地域)で実践する

グリーフケア

PD9
「はやく終わりにしたい」苦しみの中に

ある患者を理解し、ともに居る

PD8
緩和ケアの⽂脈におけるレジリエン

ス、PTGを考える

SY9
⽪膚症状の管理とケア

13:25〜14:25 EL18
⽣⽼病死の「苦」とは何か：

仏教哲学の視点から
最優秀演題１

CM14
オピオイド注射を通じた医療連携の

課題

EM10
緩和ケアの鍼灸の⼒、鍼灸
で緩和ケアしよう！第2弾

EM9
中国地⽅で⼀緒に緩和ケア、や
りませんか?〜キャリア形成の
新たな⼀歩を踏み出そう〜

EM6
緩和ケアにおけるアロマテラ
ピーの活⽤について話し合い

ませんか？〜Part2〜

7:30〜8:30 EM5
IPOS・PoIで実現する！緩
和ケアの質向上への⼀歩

EM14
多職種協働が変える⾻転移患
者の⼈⽣〜⼦育て世代⾻転移
がん患者の治療と⼦育ての両

⽴⽀援を考えよう〜

EM11
⼦どもを亡くした家族とともに
歩む〜グリーフサポートの実

践と展望〜

EM21
⾝寄りがない⼈のお⾦に関
する問題について、病院内外
の多職種で話し合おう！

EM13
進⾏がん患者の全⾝倦怠感に対
するコルチコステロイドの投与

⽅法の確⽴を⽬指して

EM18
緩和ケア専⾨家の不⾜による均
てん化の停滞〜地⽅部の窮状を
どうするか、北海道を例に知恵

を絞ろう〜

EM8
がん医療に携わる少数派
だけど、⼤切な職種の未

来を考える

EM24
集中治療における緩和ケアの
新時代！〜欧州集中治療医学
会ガイドラインを徹底解剖〜

EM20
⾮がん患者の終末期呼吸困
難感の対応に対する主治医
の葛藤とケアする看護師・

家族の苦しみついて

EM23
患者と医療者が慈しみ、⽀え
合うためにマインドフルネス
とコンパッションをどう役⽴

ててますか？

15:55〜16:55 EM22
緩和医療に関する多職種カン
ファレンスのアプローチ‐リフ
レクションマッププログラム

（RMP）の活⽤‐

EM7
がん相談「緩和ケア」ある

あるを語ろう

EM17
使いながら考えるAIの倫理
とOccupational justice

EM16
ACP推進に向けた試み：⾃分の
⼤切していることについて対話
を促進するカードゲームの開発

と実装

15:40~16:40  EM19
ACPを病院や地域で広めるた
めのコツってありますか?
（PART Ⅳ）〜ACPが進まな

EM25
「地域に開かれた⼩児緩和ケ
ア」について話し合おう！

EM12
共に創ろう緩和ケア領域のエ
ビデンス〜J‐SUPPORTとJORTC

の共同の取り組み〜

PD13
ヘルスケア？治療？〜プログラム機
器を使った研究を悩ませる「承認」

にまつわる苦労や課題〜

EM15
臨床宗教師と医療者との
協働と可能性の発展を探る

12:20‐13:10
LS‐2‐1

⾼齢者のがん疼痛治療
【第⼀三共】

LS‐2‐2
がんゲノム医療とアドバン
ス・ケア・プランニング

【中外製薬】

LS‐2‐3
痛みは誰のもの？いのちは誰のも
の？−患者の価値観や⼤切にした
いことを踏まえたフェンタニル製

剤の使いかた−
【久光製薬/協和キリン】

LS‐2‐4
緩和医療におけるIVRの

有⽤性
【キヤノンメディカル

システムズ】

LS‐2‐5
緩和医療と周術期⼝腔機能
管理〜⼝腔カンジダの新し

い治療について
【久光製薬】

LS‐2‐6
がん疼痛治療におけるメサ
ペインと神経ブロック
【帝國製薬/テルモ】

LS‐2‐7
多職種連携で考えるがん治療

における帯状疱疹予防
【グラクソ・

スミスクライン】

LS‐2‐8
がん疼痛緩和における

漢⽅薬
【ツムラ】

13:25〜
TIPS10 在宅での持続⽪下注射
13:45〜
TIPS11  質的研究の進め⽅
14:05〜
TIPS12 患者報告アウトカム

8:45〜 TIPS1  鎮痛薬の使い⽅
9:05〜 TIPS2  がん疼痛における痛みの病態の評価⽅法
9:25〜 TIPS3 死前喘鳴
9:45〜 TIPS4  吃逆(しゃっくり)の臨床]
10:05〜 TIPS5  怒りへの対応

8:45〜9:25 

優秀演題 9

14:30〜15:40

優秀演題 11 

13:25〜14:15

優秀演題 10

14:40〜15:30 

優秀演題 12 

14:40〜15:30 

優秀演題 13

15：30〜17：00
ポスター撤去

15:00〜15:30
ポスター発表
（奇数）

ﾌﾘｰﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ

表
彰
式

10:25〜 TIPS6 がんであり親であることを⽀える
10:45〜 TIPS7 望ましい看取り⽅〜事実(患者・家族の⽣の声)

を知ることから始める〜
11:05〜 TIPS8地域を繋ぐメサドン
11:25〜 TIPS9 苦痛緩和のための鎮静 いろはのい

IL2
Kei Okada

15:05 ~15:45
CM16

APHN/JSPM Joint 
Session


